
１２

牧草と園芸　第５１巻第５号（２００３年）

１　はじめに

　皆様がよくご存知のとおり「家畜排せつ物の管理

の適正化と利用の促進に関する法律」により，堆肥

等家畜排せつ物の処理及び保管のための施設の構造

設備に関する基準が平成１６年１１月１日から全面的に

施行されます。この基準は決して難しいことではな

く，堆肥など固形物の施設は床を不浸透性の構造

（コンクリートや遮水シート）とし，覆い（屋根）

と側壁（シートやブロック）で囲うことが条件です。

ところが，この基準を満たしていても堆肥化ができ

るとは限りません。堆肥化とはふん尿を発酵させ，

汚物感や悪臭をなくし，土壌や作物に害を与えない

状態にすることで，発酵を促進することが堆肥化の

決め手になります。堆肥化の方法は表１に示すとお

り数種類あり，それらの特徴を考慮しながら施設の

整備を進めなくてはなりません。最も気になるのが

コストの問題です。コストには施設導入時に必要な

建物費と機械類の設備費，施設導入後の運転費（ま

たはランニングコスト，電気料金や燃料費），水分調

整のための副資材費，そして労働費があります。施

設導入時の費用は莫大で，一般に建物費と設備費と

で家族経営規模で数千万円，大規模農場や共同処理

場で数億円の投資となり，経営に大きな負担となり

ます。コストを削減する一番手っとり早い方法は施

設規模の縮小ですが，実は，堆肥化施設で最も重要

なことは「機能する施設」で，堆肥化の難しい冬で

も十分機能する「余裕ある施設」を設置しなくては

なりません。
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表１　堆肥化の方法と特徴
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２　低コスト化のための発想

　島根県立畜産試験場は畜産環境対策にとって堆肥

化処理の低コスト化が最も重要と考え，新しい発想

の実用化に取り組みました。新発想とは，生ふん尿

をビニールハウスの中で太陽熱で乾燥しながら，発

酵が速く悪臭発生が少い撹拌方式をトラクターで行

う「島根畜試方式」で，詳細は次のとおりです。

１）建物：園芸用のビニールハウスは最も安価な建

物の一つです。当場に設置した実験用ハウスは幅７

ｍ，長さ４４ｍ，高さ４．５ｍ，全床遮水シート（ビニー

ル，厚さ０．１�）を敷き，その上を厚さ１０～１５�の土

で覆う土間仕上げです（写真１）。ハウスは自家労働

で簡易に建築できます。強風や積雪への対策はアー

チパイプを径３２�以上，間隔を３０～４０�（一般は５０

�）とし，被覆ビニールは厚さ０．１５�以上を用いま

す。雪はビニール屋根を滑りやすいので，日中の気

温や堆肥の熱で滑り落ちますが，豪雪地帯では降雪

時，棟下に支柱を２～４ｍ間隔で立てると安心で

す。パイプ類のサビは当場の２年間の使用では生じ

ていません。被覆ビニールの耐用年数は約５年と言

われています。建築費は外注で新築した場合は�当

たり５，０００円前後です。なお，当場のように耕作放

棄されたハウスを再利用し，自家労働で建築すれ

ば，もっと低コスト化ができます。このハウスで２

年間実験を行った結果から改善すべき点も見つか

り，農家での建築ではこれを生かしています。

２）撹拌方法：ハウス内の入り口近くに投入した生

ふん尿に戻し堆肥を上乗せし，３０～６０�の厚さに広

げ，トラクターに付けたロータリーで撹拌しなが

ら，堆肥取り出し口から生ふん尿投入口に向かって

一方方向へ進行します。投入口に着いたらロータ

リーを上げてバックし，また取り出し口から撹拌し

ながら前進するという作業を繰り返します（写真

２）。撹拌すると堆肥はトラクターの後方へ飛ばさ

れます。これを移送と言い，１回の撹拌の移送は２０

～３０�です。毎日生ふん尿を投入するので，その分

だけハウス内全体を移送しなくてはなりません。１

日に約１ｍ移送するので４～５回撹拌し（幅２ｍ

ロータリーでハウス全幅を移送するのに計１５回程

度），１か月間で３０ｍ前後移送します。この１か月

間を堆肥化の一次処理とし，取り出し口に集積した

堆肥はショベルローダーで投入口へ運び，生ふん尿

の水分調整のためハウス内戻し堆肥として用い，残

りは堆積して二次処理し，冬期の水分調整材や牛舎

の敷料とします。なお，一次処理とは腐敗しやすい

有機質を発酵分解し，悪臭が発生しない状態にする

ことで，二次処理とは更に発酵を進め撹拌しても発

熱しない安定した完熟堆肥にすることです。

　ロータリーは高速で回転させ，トラクターの進行

速度は人の歩行程度が適当でした。実験では農耕用

の幅２ｍのロータリーを３０～７０馬力のトラクターで

駆動しました。堆肥を撹拌するのに大きな馬力は要

せず，２０馬力でも十分と思われました。このトラク

ターにフロントショベルを付ければ何かと便利で

す。特に水分調整のため，ハウス内戻し堆肥を取り

出し口から生ふん尿投入口へすくって運搬するのに

便利です。なお，一般農家ではトラクターの年間稼

働日数が少ないので，これを利用すれば新規投資は

不要です。

３）副資材：生ふん尿を堆肥化するには水分を７０％

程度に調整する必要があり，一般にモミガラやオガ

クズを使いますが，これらは堆肥化の過程でほとん

ど分解しないので，堆肥量を多くするのには役立ち

ますが，逆に減少したい場合は問題です。例えば，

表２に示すとおり水分８０％の乳牛生ふん尿１トン

（約２５頭分，約１�）を４００�のオガクズで水分調整

すれば１．８�になります。これを切返し方式で堆肥

化すれば固形物の分解や発酵熱による水分蒸発で，

重量は９３０�，水分５８％前後の堆肥となり，重量は減

少しますが，容積は生ふん尿より増えて１．６�とな

ります。一方，島根畜試方式のように戻し堆肥で水

分調整すれば，１トンの生ふん尿が２４０�（０．４�）の

堆肥となり，劇的に減量することができます。量が

少なくなれば，施設がコンパクトになり，その上，

オガクズの購入費，運搬労働費，オガクズ庫などが

不要になり，大幅な低コスト化を図ることができま

す。
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表２　副資材の有無による堆肥の量の変化（１，０００�の生ふん尿に対して）
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３　島根畜試方式の実験成績

１）戻し堆肥利用：平成１２年からほぼ２年間実験に

取り組みました。水分調整はすべて戻し堆肥で行

い，３月中旬から１１月末まではハウスの取り出し口

の一次処理堆肥を投入口へ直接運んで，ハウス内戻

し堆肥として利用しました。冬は気温が下がり日照

も少なく，乾燥効率が低下するので，１２月から３月

中旬までは夏にハウスで処理し保存しておいた夏期

製造戻し堆肥や肥育牛戻し堆肥などを用いました。

戻し堆肥を水分調整材として利用できる水分率は

５５％以下でした。

２）　処理量：平成１３年度のハウスへの生ふん尿や戻

し堆肥の搬入と一次処理済み堆肥の搬出の平均日量

は表３のとおりでした。生ふん尿は１日当たり１，１１４�

（当場の乳牛の２５頭分）で，敷料が少し混合してい

て，平均水分率は８０．９％でした。一次処理済み堆肥

はハウス内戻し堆肥に使い，残りは搬出しました。

搬出平均日量は３３０�で水分率は５２．２％でした。こ

れから計算して，搬入した水分の８２％が蒸発したこ

とになり，ハウス乾燥の効率が高いことがわかりま

す。また，固形物の分解率は４２．４％で，完熟堆肥と

同等の高い分解率でした。戻し堆肥として繰り返し

発酵したので分解が進んだと思われました。

３）実験で得られた知見：

�　乳牛１頭当たりの１日の作業時間は１．５分，燃

料０．１Ｌ

�　生ふん尿が腐敗（悪臭発生を伴う嫌気性発酵）

せず，好気性発酵するため，悪臭発生が少ない

�　３か月で完熟堆肥（一次処理１か月，堆積熟成

２か月，切返し方式の１／２期間）

�　乳牛１頭当たりに必要なハウス面積は１０�

�　戻し堆肥で水分調整，副資材が不要で堆肥生産

量が３分の１以下に激減

�　トラクターのロータリーは破砕力が強く敷料の

稲ワラや野草を破砕し良質堆肥化

�　生ふん尿の投入場所は床の土が泥化するので，

コンクリートか鉄板を敷けば安心，また，取り出

し口や進入路を舗装すれば作業がし易く，掃除も

楽。

�　ハウスの両側をブロック３段にすれば，壁際ま

で使える

４　低コスト化効果

　島根県下の酪農家で最近導入された撹拌方式の一

次処理場の設置費は１頭当たり３２～４４万円です。一

方，島根畜試方式では１頭当たり５万円（中古資材

や自家労働建築で更に低コストが可能）でした。

写真１　全床遮水シート（職場体験中学生も建築に参加） 写真２　ロータリーで撹拌・移送

表３　ハウスへの搬入及び搬出の平均日量

搬　　　　出搬　　　　　　　　　　入

項　　　　目
一次処理堆肥

肥育牛戻し堆肥
（平成１４年１～３月）

夏期製造戻し堆肥
（平成１３年１２月）

生ふん尿

３３０　
 ５２．２

３７５　
 ５４．０

４００　
 ２４．０

１，１１４　
 　８０．９

量（�）
水分率（％）

注：冬期は戻し堆肥を搬入して利用。冬期以外はハウス内戻し堆肥を利用し，搬入はなし。
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ただし，ロータリー付きトラクターは，すでに所有

しているものを使いました。なお，完熟堆肥にする

には２か月間堆積熟成する二次処理場及び冬のため

の戻し堆肥庫として１頭当たり４�（ハウスなら２

万円）必要です。島根畜試方式は設置や撤去が簡易

で，場所で困っている農家では電気のない遠隔地や

休耕地でも撹拌処理が可能です。酪農家や肉用牛農

家，また，一次処理だけしたい農家などにも適して

います。

写真３　乳用牛成牛３０頭規模の農家。休耕水田に幅７ｍ，長さ４２．５ｍのハウスを建築中。進入路，投入口や取り出し口付近をコンクリートと

し，中央は遮水シート敷きの土間仕上げ。壁際まで使えるようブロックを３段積み，ブロックの穴へパイプを差し込みハウスを建て

る。

写真４　完成後の姿。棟にカラス避けの糸を張ることが必要。周囲の環境が一気に向上。悪臭が激減。自家労働で建築し，材料費は約１１５万

円。処理終了後は低水分となるので，堆積して完熟，または戻し堆肥として利用。

５　農家での例


